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而 田璽時脊

女
五
月
臨
時
市
議
会

議
長
、
副
議
長
を
選
出

五
月
臨
時
市
議
会
は
、
五
月
二
十
六
日
に
招
集
さ
れ
、
正

・
副

議
長
の
改
選
を
行
い
、
常
任
委
員

・
特
別
委
員
な
ど
を
決
め
、
次

の
議
案
を
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

V
議
長
伊
藤
甚
一
氏
(
六
十
一
歳
)
島
尻
一
四
=
一

O
ー

一

V
副
議
長
石
川
庄
之
助
氏
(
七
十
三
歳
)
本
町
二
丁
目
五

l
八

V
各
常
任
、
特
別
委
員
会
委
員
(
。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

〈敬
称
略
〉

V
総
務
委
員
会

。
本
田
正
一

新
田
川
清
松

吉

井

正

男

石
川
庄
之
助

。
中
田

伊
藤

中
尾

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

A議長・伊藤甚一氏

hv
副
議
長
・
石
川
庄
之
助
氏

尚
甚
一政

一

V
建
設
委
員
会

。
林

満
七

沢

秋

政

宮
田

只

夫

高
慶
平
之
丞

O
竹
内

長
勢

後
藤

吉
田

甚吉甚
蔵松正進

議
長

伊

藤

甚

こ
の
た
び
、
五
月
臨
時
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
議
長
の
要
職
に
選
任
さ
れ
、

そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
誠
実
な
議
会
運
営
を
は
か
る
と
と

も
に
、
市
民
の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ

市
政
の
伸
展
と
市
民
福
祉
の
増
進
の
た

め
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

V
産
業
経
済
委
員
会

。
浜
谷
佐
久
三

O
田
中

光
幸

森

内

俊

雄

浜

多

弘
之

河

崎

浩

寺

田

与

次

郎

長

田

日

晴

大

久

保

松

治

V
文
教
厚
生
委
員
会

。
宮
島
竹
二

O
加
藤

成

司

河

崎

直

治

石

崎

七

郎

朝

野

治

作

若

島

正

敬

野

崎

栄

吉

V
公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
石
崎
七
郎

O
竹
内

進

浜

谷

佐

久

三

林

満

宮

田

只

夫

新

田

川
清
松

本
田
正
一

V
交
通
問
題
特
別
委
員
会

。

河

崎

浩

O
七
沢

浜
多

弘

之

長

勢

田

中

光
幸

長
田

野

崎

栄

吉

V
水
族
館
建
設
特
別
委
員
会

。
浜

多

弘

之

O
中
田

森

内

俊

雄

富

田

高

慶

平

之

丞

吉

田

若
島

正
敬

日甚秋
晴正 政

甚只
蔵夫向

議
決
さ
れ
た
議
案

-
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
)

-
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
)

-
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
)

-
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

川団

つ
い
て
(
昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
)

・
同
意
案
件

魚
津
市
平
伝
寺
三
二
九
番
地
後
藤
吉

松
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員
に
選
任
。

‘
五
市
議
表
彰
状
伝
達

五
月
二
十
六
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時

市
議
会
本
会
議
に
先
だ
ち
、
吉
田
議
長

か
ら
北
信
越
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
程

に
よ
る
永
年
勤
続
議
員
五
氏
の
表
彰
状

伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

マ
二
十
年
勤
続
表
彰

朝
野
治
作
議
員

マ
十
五
年
勤
続
表
彰

石
川
庄
之
助
議
員

中
尾
政
一
議
員

吉
井
正
男
議
員

宮
島
竹
二
議
員

(
順
不
同
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次
の
方
が
晴
れ
の
叙
勲

・
褒
章
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
ょ
う
。

勲
三
等
瑞
宝
章

〈
産
損
振
興
功
労
〉

魚
津
市
大
光
寺
三
八

O
番
地

吉

田

久

松

氏

(
九
歳
)

現
吉
田
工
業
取
締
役
副
社

長

永
年
に
わ

た
り
ス
ラ
イ

ド
フ
ァ
ス
ナ

ー
の
品
質
向

上
に
尽
く
さ
れ
、独
自
に
考
案
し
た
「
二

つ
山
」
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
技
術
革
新
に

尽
く
さ
れ
た
。

〈
学
校
保
健
功
労
〉

勲
五
等
双
光
旭
日
章

eE盟璽璽t~.

魚
津
市
鴨
川
町
二
番
七
号

赤

祖

父

三

郎

氏

(
祁
歳

現
歯
科
医
師

永
年
に
わ

た
り
小
・

中

学
校
等
の
歯

科
医
と
し
て

保
健
教
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

〈
地
方
自
治
功
労
〉

魚
津
市
大
字
上
村
木
町
六
二
番

地
高

野

宗

雄

氏

(
九
歳

元
魚
津
市
長

尽
く
さ
れ
た
。

.. 
t台し fこ
のてり永
振地市年
輿方長に
に自とわ

市政の動き……………………… 2

晴れの叙勲と褒章……………… 3

第21回水道週間………………4'"'-'5

みんなの体育・・・……・・..........6'"'-'7

魚津市青年祭・…...・H ・......・H ・...8 

酒のみ運転の追放…・・…-……… 9

魚津神社祭礼の交通規制・・・・・・・・・10

みんなのねんきん・..…・・..........11 

あな芝と図書館...........・・・・・・・…12

保健だより・・・…….........…13'"'-'15

語 あしらせ……………...・ H ・-・16'"'-'17

3ふるさとの文化財(27) … ・ 18

表紙 ・かんぶまさつ

勲
五
等
瑞
宝
章

〈
教
育
功
労
〉

魚
津
市
友
道
一
八
六
三
番
地

小

沢

達

三

氏

(η
歳
)

元
公
立
小
学
校
長永

年
に
わ

た
り
学
校
教

育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

〈
社
会
保
険
功
労
〉

魚
津
市
友
道
二

O
八
一
番
地

建

守

永

治

氏

(
初
歳
)

元
富
山
県
国
民
年
金
課
長

内

mw
wれ
J
ν
F

永
年
に
わ

-
自
曹
幅
削
幽

'ιた
り
社
会
保

ト一一副
誕
V
E-
-
1
険
制
度
の
、

必
川
崎

門

-W
普
及
と
円
滑

な
運
営
に
尽
く
さ
れ
た
。

勲
六
等
瑞
宝
章

〈
児
童
福
祉
功
労
〉

魚津愛育園ふじ組

担任保母 高田

魚
津
市
相
の
木
二
三
四
番
地

大

成

の

ぶ

氏

(
m
w
歳
)

元
魚
津
保
育
園
長

mmけ
，wp
永
年
に
わ

己
記
下
叫
開
園
周

d
た
り
保
母
と

E
向
い
M
色
圃
園
司

し
て
職
務
に

H
パ
い
l
、

精
励
し
、
児

童
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

黄
綬
褒
章

〈
電
報
配
達
業
務
精
励
〉

魚
津
市
小
川
寺
二
九
三
八
番
地

古

川

義

夫

氏

(ω
歳
)

現
西
布
施
郵
便
局
電
報
配

達
受
託
者

永
年
に
わ

た
り
電
報
配

達
者
と
し
て

雨
の
日
も
風

の
日
も
雪
の
日
も
た
だ
ひ
た
す
ら
に
郵

政
業
務
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

藍
綬
褒
章

〈
社
会
教
育
功
労
〉

魚
津
市
本
町

一
丁
目
二
番
二
十
号

金

川

四

郎

氏

(臼
歳
)

元
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
山

連
盟
理
事
長

永
年
に
わ

た
り
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
運

動
の
推
進
に

努
め
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
尽
く

さ
れ
た
。

藍
綬
褒
章

〈
調
停
委
員
功
労
〉

魚
津
市
新
宿
三
番
三
号

藤

井

秀

信

氏

(悦
歳
)

現
富
山
地
裁

・
家
裁
調
停

委
員

永
年
に
わ

た
り
調
停
委

員
と
し
て
民

事
に
関
す
る

紛
争
解
決
に
尽
く
さ
れ
た。

現代の子どもたちは遊び場がな

いため思いきり遊べず、体は大き

いが体力のないことから六年前よ

り、 体力づくりのひとつとして乾

布摩擦に取り組んでいます。

はだかにな ると、 「ワーイ 、ワ

ーイ」と歓声をあげて走りだす子

どもたち、ちょっと寒くても平気、

走ったあとはいよい よ乾布摩擦タ

オルを小さく丸めて、

「ー・二 ・三・四……」大きな掛

け声とともに、手、足、腰、背中

と心臓から遠い部位からこすって

います。

「うまくこすれないなあー」

「ホラ 、赤くなったよりと友だち

と体を見せ合う顔はニコニ コ。

子どもたちには、力をいれてこ

することはとっても大変なことで

す。

冬になっても風邪のひかない強

い子どもた ちになってくださーい。

(3) 

美紀子
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-
水
道
の
し
く
み

水
は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
の
に
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

人
は
水
が
な
く
て
は
生
さ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

こ
の
大
切
な
水
も
空
気
と
同
じ
で
、

周
囲
に
豊
富
に
あ
っ
て
し
か
も
容
易
に

得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
忘
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
水

資
源
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
保
持
す
る
た
め
に
、

飲
む
水
、
{
丞
事
用
水
や
工
業
用
水

等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
清
潔
で
、
安
い
水
を

供
給
す
る
た
め
に
は
施
設
が
必
要

で
す
。六

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
全

国
統
一
水
道
週
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
簡
単
に
水
道
の
し
く
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

-
水
道
事
業
の
し
く
み

水
道
事
業
は
、
国
が
定
め
る
「地

方
公
営
企
業
法
」
に
よ
っ
て

ρ

独

立
採
算
。
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
事
業
に
必
要
な
全
て

の
経
費
は
水
道
料
金
等
の
収
入
で
ま
か

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
水
道
料
金
は
、
税
金
と

は
別
の
も
の
で
受
益
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
水
道
財
政
の
し
く
み

水
道
の
施
設
を
拡
張
し
た
り
改
良
し

た
り
す
る
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
借
金

で
ま
か
な
わ
れ
、
そ
の
施
設
が
完
成
し

て
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
る
と
水
道
料

金
等
の
収
入
で
こ
れ
ら
の
借
入
れ
金
と

利
息
を
返
済
し
な
が
ら
事
業
を
経
営
し

て
い
ま
す
。

-
水
道
の
水
が
で
き
る
ま
で

水
は
、
そ
の
ま
ま
飲
料
水
や
家
事
用

水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
地
下
水

を
水
源
に
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
ン
プ
で

く
み
あ
げ
た
水
を
滅
菌
し
、
さ
ら
に
配

水
池
に
送
り
、
配
水
管
を
通
し
て
、
自

然
流
下
に
よ
っ
て
各
家
庭
に
送
水
し
て

い
ま
す
。

国
家
庭
の
水
道
の
し
く
み

皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
水
道
設
備
を

給
水
装
置
と
い
い
ま
す
。

公
道
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
か

ら
引
く
給
水
管
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
を
給

水
装
置
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
水
道

メ
ー
タ
ー
を
除
い
た
給
水
装
置
は

す
べ
て
あ
な
た
方
の
財
産
で
す
。

給
水
装
置
の
新
設
、
改
良
、
修
理

の
経
費
は
す
べ
て
所
有
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

-
水
も
れ
の

発
見
の
し
か
た

前
月
に
比
べ
今
月
の
水
道
の
使

用
量
が
急
に
増
え
た
よ
う
な
場
合

は
、
建
物
の
ど
こ
か
で
水
道
管
が

破
れ
て
水
が
も
れ
て
い
る
か
、
又

は
じ
ゃ
口
が
し
っ
か
り
し
ま
ら
な

く
て
水
が
出
た
ま
冶
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
時
は
、
じ
ゃ
口
を
全
部
し
め
て
、

水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
の
一
番
下
の

赤
い
針
の
動
き
を
調
べ
ま
す
。
も

し
赤
い
針
が
廻
っ
て
い
た
ら
、
じ

ゃ
口
と
メ
ー
タ
ー
器
の
間
に
水
が
も
れ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
は
至
急
給

水
工
事
指
定
庖
か
水
道
局
(
宮
内
線
2

3
7
)
に
連
絡
し
て
修
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
そ
の
場
合
の
修
理
費
用
は
各
自

負
担
で
す
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

"¥. 

給
水
工
事
は

指
定
庖
で

給
水
装
置
の
新
設
、
改
良
、
修

理
は
所
有
者
が
直
接
水
道
局
に
申

出
ら
れ
る
か
、
給
水
工
事
指
定
庖

を
通
じ
て
申
込
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

水
道
局
で
は
、
今
年
度
給
水
工

事
の
指
定
庖
と
し
て
、
次
の
業
者

を
指
定
し
ま
し
た
か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ω松
原
工
務
唐
本
江
新
町

告
側
|
0
9
0
8

ω畠
山
工
業
K
K

上
村
木

宮

ω
ー

5
3
3
0

ω高
松
工
業
上
口
二
丁
目

E
ω
1
0
5
4
5
 

ω中
谷
配
管
工
業
本
江

宮

ω
ー

3
6
9
8

ω糊
三
共
設
備

北
鬼
江

告
側
|
1
3
5
0

附
菅
沼
組
村
木
町

告
側
|
0
4
5
3

m北
陸
水
道
K
K

釈
迦
堂

宮
例
|
1
3
5
3

側
側
水
環
境
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り

告
側
l
7
7
1
1

問
ユ
ウ
ホ
ウ

l
設
備
肌
釈
迦
堂

宮

ω
1
5
7
1
1

川
石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮
間
1
2
9
2
4

m吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

告
側
|
5
8
3
5

(4) 
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-
水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
針

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
地
域
ご

と
に
基
準
日
(
毎
月
一
日
か
ら
十
五
日

ま
で
)
に
検
針
員
が
う
か
が
い
使
用
水

量
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
の
読
み
方
は
、
黒
い
針
の

単
位
の
大
き
い
方
か
ら
小
さ
い
方
へ
と

順
に
読
ん
で
い
き
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

く
と
検
針
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
家
の
増

改
築
を
す
る
場
合
は
、
既
存
の
メ
ー
タ

ー
が
床
下
や
屋
内
に
な
ら
な
い
よ
う
に

移
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ッ
ク
ス
の

中
は
と
き
ど
き
掃
除
を
し
て
、
き
れ
い

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
水
道
料
金
の
支
払
い

一
般
家
庭
用
の
水
道
料
金
は
、
一
か

月
に
十
ト
ン
使
用
し
て
メ
ー
タ
ー
使
用

料
と
と
も
に
三
百
八
十
円
で
す
が
、
十

ト
ン
を
超
え
る
場
合
は
、
一
ト
ン
当
り

五
十
円
の
超
過
料
金
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
水
道
料
金
の
徴
収
方
法
は
、
現

在
集
金
人
に
集
金
委
託
と
口
座
振
替
制

の
二
本
立
で
収
納
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
共
働
き
の
ご
家
庭
が
増
え

畳
間
集
金
人
が
う
か
が
っ
て
も
留
守
で

あ
る
た
め
、
集
金
が
困
難
な
現
状
で
す

の
で
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用

を
い
た
だ
き
水
道
料
金
収
納
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
水
道
の
水
が
に
ご
る
の
は

ご
心
配
い
り
ま
せ
ん
』

…

陽
気
が
日
に
日
に
暖
く
な
り
、
ポ
り
小
さ
な
気
ほ
う
が
生
じ
る
た
め
で
〈

〉

カ
ポ
カ
し
た
天
気
で
、

気

温

が

急

に

す

。
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
放
置
す
る
〉

〈
上
昇
す
る
よ
う
な
時
に
、
と
こ
ろ
に
と
、
も
と
の
美
し
い
水
に
な
り
ま
す
。
〈

い
よ
っ
て
水
道
の
水
が
白
く
に
ご
る
こ
と
皆
さ
ん
に
供
給
し
て
い
る
水
は
、
毎
い

ハ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
心

配

す

る

必

要

月

厳
重
な
水
質
検
査
を
受
け
て
お
り
〈

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
水
中
の
空

ま

す

の

で

、
衛
生
上
ま
っ
た
く
無
害
〉

〈
気
が
水
圧
に
よ
っ
て
圧
縮
さ
れ
た
状
で
す
か
ら
、
安
心
し
て
使
用
し
て
く
〈

い
態
に
あ
る
時
に
、
外
気

の

上

昇

に

よ

だ

さ

い

。

〉

smcホiri C Io.~ 1 1I

さ主
'>.ラと Lた心づか

ぃ~崎町う'>

11‘・1¥1.:"

鳴
u
u
v
Q
を
な
く
u
tを
恥
・
り
な
僚
ず
〈
"

「
配
水
管
の

清
掃
案
内
」

…

…
水
道
の
配
水
管
も
年
中
通
水
し

一

一
て
い
ま
す
の
で
、
た
ま
っ
た
水
あ
一

…
か
や
配
水
管
の
赤
さ
び
な
ど
を
除
一

…
く
た
め
、
六
月
十
八
日
か
ら
六
月
…

…
二
十
三
日
(
期
間
中
午
後
十
時
か
…

…
ら
翌
日
の
午
前
二
時
ま
で
)
ま
で
、

…

…
配
水
管
の
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で

…

…
水
が
赤
く
に
ご
る
こ
と
が
あ
り
ま
一

一
す
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

No.1 

....じゃ 口のとりかえ作業

一
、
選
挙
人
名
簿

現
在
の
選
挙
人
名
簿
制
度
で
は
、
選

挙
権
を
行
使
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
一
た
ん
登
録
さ
れ
ま
す
と
、

そ
の
登
録
は
永
久
に
効
力
を
有
し
、
死

亡
、
国
籍
喪
失
ま
た
は
他
の
市
町
村
に

住
所
を
移
し
四
か
月
を
経
過
し
た
と
き

な
ど
、
法
定
の
手
続
に
よ
っ
て
抹
消
さ

れ
る
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
効
力
を
失
わ

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
職
権

に
よ
り
行
い
ま
す
が
、
登
録
さ
れ
る
た

め
に
は
、

九r
仏町九日
一軒
札v
h
」い
か
白
砂
在

で
次
の
.
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い

る
選
挙
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
あ
る
こ
と
。

ω当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
人
で
あ
る
こ
と
。

ωそ
の
人
に
か
か
る
当
該
市
町
村
の

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
(
他
市

町
村
か
ら
住
所
を
移
し
た
人
に
つ

い
て
は
転
入
届
出
を
し
た
日
)
か

ら
引
き
続
き
三
か
月
以
上
住
民
基

本
台
帳
に
一
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で

あ
る
こ
と
。

山
間
禁
治
産
の
宣
告
や
、
犯
罪
に
よ
る

処
刑
者
で
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て

い
る
人
で
な
い
こ
と
。

以
上
の
要
件
に
よ
り
毎
年
九
月
一
日

現
在
で
、
九
月
十
日
に
登
録
す
る
定
時

登
録
と
、
選
挙
の
つ
ど
行
わ
れ
る
選
挙

時
登
録
(
基
準
日
は
選
挙
管
理
委
員
会

が
定
め
告
示
す
る
)
が
併
用
さ
れ
て
い

ま
す
。な

お
、
登
録
さ
れ
る
資
格
を
有
し
て

い
た
人
の
登
録
も
れ
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
補
正
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

(

以
下
次
号
)

U
W
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ι
w
g
W泊
暗
闇

臨
勘
助
え

グ
市
民
総
参
加
4

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
を

育
て
る
た
め
、
次
の
と
お
り
第
二
十
八

回
市
民
体
育
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
金
画
い
た
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
市
教
委
体
育
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
水
泳
教
室
開
講
式

(
と
こ
ろ
温
水
プ
ー
ル
)

o
小
学
生
の
部
(
募
集
締
切
り
)

開
講
式
六
月
三
日
目
午
前
十
時

(6) 

No 極 目 対 象 開 催 日 iZ』ス 士暴 時 問

ソフトポール
一般男子 7/1'7/8 東部中 学校 9 : 00 

1 
中学女子 7/21 東部中 学校 14: 00 

スポーツ少年団

2 バレーポー ル 中学男女・一般男女 7/22 西部中学校 10: 00 

家庭婦人

中学男女 ・一般男女

3 〈ドミントン 家庭婦人 ・成年男子 7/22 総合体育館 9: 00 

壮年男予

スポーツ少年団

4 水 泳 中学男女 ・成 年 7/22 温水プール 9: 00 

30歳以上

5 陸上競技
中学男女・ 青年男女

7/22 吉田グラウ ンド 9: 00 
一般男女

スポーツ少年団

中学男女・ 背年男女

6 車 球 婦 人 ・教 員 7/22 総合体育館 9: 00 
一般男女 ・30歳以上

40歳以上

スポーツ少年団 7/21・7/22 市営球場 13:30・9:00 

7 軟式野球 中学男子 7/21 西部中学校 15 : 30 

一般男子 6/10- 市営球場

8 パスケットボール
スポーツ少年団

7/22 総合体育館 9: 00 
中学男女 ・一 般

9 サ ッ カー
スポーツ少年団

7/22 西部中学校 10: 00 
中学男子 ・一般男子

中学男女 7/21 14 : 00 

10 軟式テニス
一般男女 7/15 

市営コート
10: 00 

壮年男子 7/15 10: 00 
家庭婦人 7/15 10: 00 

11 相 撲
青年男子 ・一般男子

7/22 魚津神社相撲場 10: 00 
中学男女

スポーツ少年団

12 柔 道 中学男子 ・青年男子 7/22 東部中学校 10: 00 

一般男子

スポーツ少年団

13 食IJ 道 中学男女・ 青年男子 7/22 東部中学校 10: 00 

一般男子

14 ヲ二工tユ二 手
スポーツ少年団

7/22 吉島 小 学校 10: 00 
一般男子

15 庭 球
一般男子

7/8 市営コート 10: 00 
一般女子 ・壮年男子

16 ラグビー スポーツ少年団 7/22 吉島小学校 14: 00 

17 レスリング 一般男子 7/22 総合体育館 12: 00 

18 馬 術 一般男子 7/22 乗馬えん 10 : 00 

弓 道
一般男女 ・家庭婦人

7/22 
市 弓道場

9: 00 19 
壮年 (仮設)

20 ゲートポール 1士 年 7/15 吉田グラウンド 10: 00 

(
初
級
、
中
級
共
)

0
婦
人
の
部
}
募
集
中
、
定
員
に
な
り

O
親
子
の
部
)
次
第
締
切
り

開
講
式
六
月
十
四
日
附
午
後
三

時
よ
り

な
お
、
受
講
者
は
、
受
講
料

・
水
泳
帽

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
会
場

マ
対
象

マ
定
員

マ
会
費

市
営
コ
ー
ト

青
年
、
婦
人
、
壮
年

三
十
名

一
0
0
0円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
含
む
)

V
六
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

村
木
小
学
校
(
午
前
大
体
)

K
N
B
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
市
予
選
(
一
日
大
体
)

交
通
弱
者
講
習
会

(
一
日
大
体
)

十
七
日
制
日
カ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(
午
前
大
体
)

二
十
四
日
岡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
(
一
日
大
体
)

車
イ
ス
卓
球
大
会
(
午

前
中
体
)

日日
(日)働

十
日
(日)

V
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
開
催

マ
日
時

六
月
十
日
、
十
七
日
、
二
十

四
日
、
七
月
一
日
、
八
日
、

十
五
日
、
二
十
九
日
、
八
月

五
日
、
午
前
十
時
1
十
二
時

一一日
、
九
日
、
十
六
日
、
十
七
日
、
二

十
三
日
、
三
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

指
導
者
講
習
会

一
一
日
、
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日
、

三
十
日
、
親
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

(
午
後
大
体
)

七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
六
日
、

婦
人
体
力
づ
く
り
教
室
(
午
前
大
体
)

-
温
水
プ

l
ル
利
用
日
程

十
日
側
、
十
七
日
岡
県
水
連
指
導
者

講
習
会
(
二
十
五

m
午
後
)

二
十
二
日
樹
新
採
教
員
講
習
会

(
全
館
一
日
)
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H
室
内
温
水
プ

l
ル
か
ら
H

水
泳
帽
着
用
を
グ

温
水
プ
ー
ル
利
用
者
は
う
な
ぎ
の
ぼ

り
に
増
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
プ
l
ル

の
中
に
浮
か
ぶ
髪
の
毛
も
増
え
て
い
ま

す
。
抜
け
毛
防
止
の
た
め
に
プ
l
ル
で

は
水
泳
帽
の
着
用
を
義
務
づ
け
て
い
る

の
で
、
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
脱
衣
室
の
ロ
ッ
カ
ー
利
用
の

た
め
に
は
、
十
円
玉
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
使
用
後
、
そ
の
十
円
玉
は
も
ど
り

ま
す
。

V
七
月
の
歩
-
-
う
会

七
月
の
歩
こ
う
会
は
、
一
日
、
片
地

池
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
午

前
八
時
二
十
一
分
発
富
山
行
急
行
電
車

に
乗
車
。
上
市
駅
下
車
。
眼
目
|
片
地

池
ま
で
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
八
時
十
分
ま
で
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

基
礎
体
力
づ
く
り
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

今
年
度
も
、
市
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
昨
年
度

同
様
、
文
部
省
の
指
定
を
う
け
、
基
礎

体
力
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
間
は
動
物
で
す
。
動
物
は
そ
の
名

の
よ
う
に
、
体
を
動
か
し
て
い
る
の
が

正
常
の
状
態
で
す
。
そ
れ
が
、
体
を
動

か
さ
な
く
な
る
と
、
血
液
の
循
環
は
悪

く
な
り
、
心
臓
血
管
に
い
ろ
い
ろ
の
悪

い
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
最
近
、
老

人
病
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て

き
た
動
脈
硬
化
は
、
運
動
不
足
か
ら
悪

化
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
不
足
は
肥
満

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
運
動
不
足
解

消
に
、
大
い
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
ま
し

ょ、っ。そ
こ
で
今
年
も
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
熱
に
こ
た
え
る
べ
く
各
種
の
事
業
を

計
画
し
ま
し
た
。
住
民
の
ご
理
解
と
積

極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
、
生
活
の
中
に

活
力
を
与
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
い

た
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
各
地
区
で
の

ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

1
壮
年
体
力
テ
ス
ト
実
施
地
区

下
中
島

一
広

上
中
島

一

Y

大

町

一
%

本

江

一
%

松

倉

一
以

上
野
方

一
括
、
%

村

木

一

Y

道

下

…

v

経

由

一

Y
、

y

西
布
施

一

Y
、
W
/

力

積

一
少

2
ス
ポ
ー
ツ
教
室
実
施
地
区

力日 片
布施西 上竪方子

松 本 大
上島中 下島中 士名区也

干~( 貝 倉 江 回T

/て
雲教室氏 パミド イて力本コ

ン幸晃
fづ力本

ノて /'¥ ノて 室親
ド

教室子レ
レ レ レ

子軽
種

『、、

ポ ポ ボン ン く ク く ス
ト ト り リ り ポ
ン ン

教室
コニ

教室
lレ lレ lレ

教室 教室 教室 教室 教、ソ 目
E尊 〉〆

~ y 元自 % % γ ~~ ~ 期

%1X 1 
~ y ~ % J1I % 問

地区名 flll 目 実施日

男子ソフトポール大会 6/17 

下中島
女子ソフトポール大会 6/24 

男子 ・女子ノ〈レーボール大会 9/ -10/ 

男子 ・女子卓球、バドミントン大会 2/17 

上中島
地区ソフトボール大会 8/ (中旬)

地区ノ〈レーボール大会 3/ 

ソフトポール大会(春季 ・秋季) 5/20、9/9

大町 婦人ノ〈レーポール大会 7/15 

卓球大会 11/11 

本江
校下ソフトボール大会 7/8 

校下卓球大会 2/ 

松 倉
ソフトボール大会 5/27 

バレーボール大会 10/28 

上野方
地区ソフトポール大会 8/19 

地区ノ〈レーボール大会 11/11 

ソフトボール大会 8/ 

村木 バレーボール大会 10/ 

卓球大会

道下
ソフトポール大会 8/ 

卓球大会 12/ 

ソフト ポール大会 (春季・秋季) 6/10、9/23

経団 婦人ノ〈レーポール大会 11/4 

J:I.球大会 3/ 

西布施
ソフトポール大会 7/ (下旬)

雪上運動会

天神
ソフトポール大会 8/16 

卓球大会 12/ (上旬)

男子ソフトボール大会 7/ (下旬)

力日 付i
婦人ノ〈レーポール大会 9/ 

出合ソフトポール大会 11/ (上旬)

バドミントン大会

片貝
ソフトボール大会

パレポール大会

3ズ ポーツ大会

美
術
関
係
の
催
物

マ
県
展

期
日
六
月
十
六
日

ωi六
月
二

十
二
日
働

場
所
富
山
県
民
会
館

マ
市
美
術
文
化
協
議
会
総
会

期
日
六
月
十
八
日
間
午
後
六
時

場
所
村
木
公
民
館

グ.省、
~.7 

ねが予への震を

世界のとの子に奄
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児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
、

毎
年
六
月
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
児
童
手
当

現
況
届
を
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま

す。
こ
れ
は
受
給
者

の
所
得
の
状
況
や

養
育
の
状
況
な
ど

を
、
六
月
一
日
現

在
で
確
認
す
る
た
め
で
す
。

以
前
に
所
得
超
過
で
請
求
を
却
下
さ

れ
た
方
も
同
様
で
す
。

も
し
こ
の
届
を
出
し
て
い
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
ず
か
ら
、
必
ず
出
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

届
出
用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
課
婦
人

児
童
係
に
あ
り
ま
ず
か
ら
、
印
か
ん
を

お
持
ち
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
は
八
月
で
す
。

児童手当の現況届を

お忘れなく.グ

第25固

魚津市青年祭

老
人
医
療
費
受
給
者
証

と
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
の
更
新

の
お
知
ら
せ

現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
費
受
給
者

証
や
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
間
は
、
六
月
三
十
日
ま

で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
七
月
一

日
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
に
書
き
換
え

い
た
し
ま
す
。

こ
の
受
給
者
証
は
個
人
あ
て
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
な
ど
で
診
療

を
う
け
ら
れ
る
と
き
は
、
新
し
い
受
給

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
場
合
は
市
社
会
福
祉
課

医
療
給
付
係
へ
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証

を
お
持
ち
の
う
え
届
出
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
や
氏
名
、
加
入
医
療
保
険
な
ど

・
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

②
転
入
や
転
出
、
死
亡
の
と
き
。

「青年の生活を高める」という

ことを目的として、仕事に生活

に生き 、余暇を求めて種々の実

践活動を展開している青年が地

域における「芸能J r文イヒ」趣

味の作品等の発表、団員相互の

友情と親睦により一層深める格

好の場として青年祭を次のよう

に実施します。

密
航
者
の
発
見
に
つ
い
て
お
願
い

春
の
足
音
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
日
本

海
も
波
静
か
に
な
る
た
め
、
絶
好
の
「
密

航
シ
ー
ズ
ン
」
と
な
り
ま
す
。

響
察
で
は
、
密
航
者
発
見
の
た
め
、

日
夜
厳
し
い
取
締
り
と
箸
戒
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
富
山
県
は
沿
岸
が
長
く
、

監
視
の
日
が
す
み
ず
み
ま
で
届
か
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
民
の
み
な
さ
ん
方
の
中

に
次
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
見
た
り

聞
い
た
り
さ
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察

へ
「
一
一

O
番
」
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ァ
/
υ
¥
 
=3 

市民のみなさんのご来場を賜

わりご声援ください。

なお、今回も市内のひとり暮

らし老人を招待します。

1>6月23日仕)午後 6時~午後 9

日寺まで・

。前夜祭=映画とのどじまん

のつどい

{
魚
津
警
察
署
}

O
様
子
の
お
か
し
い
、
見
知
ら
ぬ
人
か

ら
地
理
を
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き
。

O
全
身
が
ズ
ブ
ぬ
れ
、
又
は
ズ
ボ
ン
を

ぬ
ら
し
て
い
る
、
靴
な
ど
に
砂
を
つ

け
、
あ
る
い
は
ケ
ガ
を
し
て
い
る
不

審
者
が
い
る
と
き
。

O
人
が
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ
に
、
服
装
や

態
度
、
言
葉
の
お
か
し
な
人
か
ら
電

話
の
借
用
な
ど
を
頼
ま
れ
た
と
き
。

O
夜
間
、
沿
岸
や
海
岸
近
く
の
山
頂
で

石
を
た
た
い
た
り
、
電
灯
を
点
滅
し

た
り
し
て
、
合
図
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
人
が
い
る
と
き
。

O
沿
岸
に
、
舟
や
ボ
1
ト
が
漂
流
し
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
お
か
し
な
漂
着

物
が
あ
る
と
き
。

O
見
か
け
ぬ
船
が
沖
合
い
に
停
ま
り
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
な
ど
で
人
や
荷
物
を
運

ん
で
い
る
と
き
。

O
沖
合
い
で
停
止
し
て
時
間
待
ち
を
し

て
い
る
船
、
標
識
灯
を
消
し
て
航
行

1>6月24日(日)午前9時~午後 4

時まで

O郷土芸能 ・舞踊・演劇・コ

ーラス ・美術 ・趣味の作品展

示(他国体の発表や茶席もあ

ります。)

b会場市民会館

※入場は無料です。

(8) 

鯵
u

t

称

し
た
り
、
灯
火
の
点
滅
を
し
て
い

る
船
や
、
海
上
で
地
元
漁
船
を
さ
け

よ
う
と
し
て
航
路
を
急
に
転
回
す
る

船
を
見
た
と
き
。

O
沿
岸
や
海
上
で
、
素
振
り
の
お
か
し

い
、
見
知
ら
ぬ
人
が
無
線
機
を
使
用

し
て
い
る
と
き
。

。
過
去
の
事
例
か
ら
み
て
、

-
日
本
脱
出
に
は
、
土

・
日
・

祭
日

・
上
陸
に
は
平
日

の
午
前
九
時
ご
ろ
か
ら
翌
前
三
時
ご
ろ

ま
で
が
多
く
、
密
航
に
は
偽
装
し
た
漁

船
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
等
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

展さ
Cつ

固

さ
ロ
津

第

魚

マ

と

き

六

月

二

日

出
l
六
日
側

五
日

ωは
休
み
ま
す

マ
と
こ
ろ
国
鉄
魚
津
駅
前

「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」

マ
主
催
魚
津
さ
っ
き
愛
好
会

。
花
と
緑
で
明
る
い

町
づ
く
り
を
市
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:Ut号、i⑩
|器雪 :I 54年度 j紅521時間'

ま 1m +翌 j保険料第4期分 j話会2里て白zztFEラぇ号

立ちLl;午85!(4、5、6月分)の jig選8522;i32a;5
じ足え高 |雪:首男 両 j納期は6月30日 i52含謀議官 fそ喜重雪量

。手 2221議官緊 設 jです。 Iに②れが日 、動価上 ーに
l 1 _.  I 間 一 て変物以 、金

納 計除険老かが期間料答しす問 r~l
め た 算期料齢:(⑤年金額=1(1，300円×保険料納付済月数)+ :ら二 間と納 たる 戸ヰニ|
たとさ問納年 : (1，却O円×保険料免除月数)x矧 X1，167 :支十」保付国との老百三百
人えれの付金 ・ i給五ま険済民きで齢怪IZI
のぱま月済の : @1，167は、 53年7月からのスライド率です。年金 ;さ年た料期年はす年空空
年 、す数期年 ; 額に100円未満の端数が生じたときは50円未満は ;れ以は免間金どか金|ノ1..)I 
金 二 。に間金 i 切り捨て印円以上は切り上げます :ま上 「除」 のう 0 <2仕出
額 十 応の倒 。 す あ 保 期 「 老 な ま 引 ラ |
は五 じ月に j⑤1(1，300円×却O月(25年))I X 1，167=455，130円 j 。る 険 間 保 齢 り た 金 μ到
、年 て数 つ ! 年金額45万5，100円(月額3万7，925円) 人料と険年ま 、額|プヲ|

⑤間 ③ と い~@岬=1500円X(3日民間入月数)x : に免玄料金す物は 間
の保 の 保 て j : 六除ロ納 は か 価 ど 1)レ|
よ険 よ険は; 保険料納付済月数+保険料免除月数×~IX 1 ， 167 : 十期算付「 。が立与三イ
う料 う料 、; 国民年金加入月数 I" .L， .LV I  五問し済保 上計 Ikl
にを に免保 :一一一一一一一一一一一一一ー ー : 歳 」 た 期 険 昇算 己ーJ

五
十
四
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
第
一
期
分
の

納
期
限
は
六
月
三
十
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
、
納
期
限
に
遅
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

町
内

(部
落
)
の
年
金
組
織
に
加
入

の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
委
員
を
通
じ

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
う
い

う
組
織
の
な
い
方
は
、
直
接
金
融
機
関

(銀
行、

信
用
金
庫
、
農
協
、
漁
協
)

ま
た
は
、
市
役
所
の
市
金
庫
窓
口
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
料
が
「
口
座
振
替
え
」
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機

関
か
ら
引
き
落
し
さ
れ
ま
す
。
)

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
年
金
係
ま
で
申
出
て
く
だ
さ
い
。

年金額の物価スライド制とはお答え
~~す

年金額、には物価スライド制がとり入れられているそうですが、この物価

スライド制によって、年金額は具体的にはどのくらい上がるのですか。

800円X300月X1 ， 161 = 278 ， 640向

800円X300月X1 ，415 = 339，600向

800円X300月=240，000円正

49年スライド

48年改

50年スライド

1，300円X300月=390，000円51年改 正

1，300円X300月X1，094=426，700円52年スライド

1，300円X300月X1，167=455， 100円

ノ(前年度とあわせて4l.5%)号|き上げられ、

339，600円になりました。51年度には法律改

正が行われ、物価上昇率もふくめて年金額が

引き上げられ、保険料を納めた期間 1月につ

いて 1，300円の割合で計算されることになり、

年金額は 390，000円になりました。52年度に

はこれが 9.4%引き上げられて426，700円に、

さらに53年度は6.7%(前年度とあわせて16.7
%)引き上げられて455，100円になりました。

このように、物価が上昇しても、それに応

じて年金額も号|き上げられますので、安定し

た年金がうけられることになるわけです。

一一年金額の物価スライド制は、昭和48年の

法律改正でとり入れられた制度で、全国の消

費者物価指数が 1年度閉または継続する 2年

度以上の期間に 5%をこえて変動したとき、

その変動した率に応じて年金額の改定を行う

というものです。

たとえば、老齢年金は、 48年の法律改正で、

保険料を納めた期間 1月について 800円の割

合で計算した額が支給されることになりまし

たので、 25年 (300月)保険料を納めた場合

の額は 240，000円でした。これが物価上昇率

にあわせて、 49年度には16.1%引き上げられ

て 278，640円になり、 50年度はさらに2l.8%ノ

53年スライド

。1)
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も
め
た
a
た

ι

}

画
書
官
制

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
③

子
ど
も
と
本
の
出
合
い

2

低
・
中
学
年
の
本

小
学
校
低

・
中
学
年
と
い
え
ば
、
絵

本
か
ら
絵
物
語
へ
、
さ
ら
に
童
話
、
物

語
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
と
、
読
書

の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
時
期
で
す
。

こ
の
こ
ろ
の
子
ど
も
は
、
好
奇
心
が

強
く
、
非
常
に
活
発
で
す
。
ま
た
、
空

想
好
き
で
、
た
や
す
く
、
そ
の
世
界
に

と
け
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

判
断
や
行
動
は
、
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

も
の
ご
と
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、

豊
か
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
切
で

す
。自

分
で
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
無
理
に
本
を
読
ま
せ
る
の
は
、
本

ぎ
ら
い

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

魚津市下村木町3975-1
含 22-0462

開館時間
9時30分 -18時
こどものへや

13時-17時
土曜日 9時30分 -16時

休 館日
日曜 ・月末・祝日
秋期10日間

「
字
が
読
め
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
本

が
読
め
る
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
本
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
は
「
お
は

な
し
を
楽
し
む
」
こ
と
で
す
。
子
ど
も

の
成
長
に
即
し
て
、
少
し
ず
つ
読
書
習

慣
を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

低
学
年
で
は
、
ま
ず
楽
し
い
本
か
ら

始
め
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

「
ふ
ら
い
ば
ん
じ
い
さ
ん
」
「
-
-
ぶ
た
の

ぶ
う
た
」
「
も
も
い
ろ
の
き
り
ん
」
「
か
え

る
の
エ
ル
タ
」

は
楽
し
い
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
本
で
す
。

「
お
お
き
な
き
が
ほ
し
い
」

は
、
自
然

と
空
想
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
よ
び
か
け
ま
す
。

「
ロ
ッ
タ
ち
ゃ
ん
の
ひ
っ
こ
し
」

は
幼

年
童
話
の
傑
作
で
す
。
五
歳
の
ロ
ッ
タ

ち
ゃ
ん
の
家
出
が
、
か
わ
い
ら
し
く
描

い
て
あ
り
ま
す
。

「
大
き
い
一
年
生
と
小
さ
な
二
年
生
」

に
は
、
子
ど
も
の
成
長
が
、
み
ご
と
に

か
か
れ
て
い
ま
す
。

「
モ
モ
ち
ゃ
ん
と
あ
か
ね
」

は
、
あ
か

ね
と
白
ね
こ
モ
モ
の
愛
情
物
語
で
す
。

こ
の
本
は
七
十
五
年
度
に
、
赤
い
鳥
文

学
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

民
話
や
昔
話
は
、
土
の
に
お
い
の
す

る
骨
太
さ
が
あ
り
、
善
悪
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。

「
か
さ
じ
ぞ
う
」
「
え
す
が
た
に
ょ
う
ぽ

う
」
「
ふ
し
ぎ
な
た
け
の
ニ
」
「
ち
か
ら
た

ろ
う
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

中
学
年
で
は
、
探
険
、
冒
険
を
好
み

ま
す
が
、
心
は
空
想
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
に
富
ん
だ
、
動
き
の
は
げ
し
い
物

語
を
好
み
ま
す
。

「
な
が
い
な
が
い
ペ
ン
ギ
ン
の
話
」
「
ち

び
っ
子
力
ム
の
ぼ
う
け
ん
」

は
、
い
ず

れ
も
冒
険
物
語
で
す
。

「
り
ん
ご
の
木
の
上
の
お
ば
あ
さ
ん
」

「
町
か
ど
の
ジ
ム
」
「
き
か
ん
し
ゃ

1
4
1

4
」
は
、
空
想
物
語
で
す
。

子
ど
も
は
、
本
の
主
人
公
に
な
っ
て

思
い
き
り
そ
の
中
を
遊
び
ま
わ
る
で
し

ょ、っ
。

「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」
「
小
さ
な
魔
女
」
「
あ

ほ
う
村
の
九
助
」

は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
本
で
す
。

「
た
ぬ
き
学
校
」
「
ふ
と
っ
た
き
み
と
や

せ
た
ぽ
〈
」
「
ご
き
げ
ん
な
が
あ
が
」

は

子
ど
も
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
生
活
を
と
ら

え
た
共
感
を
よ
ぶ
本
で
す
。

中
学
年
後
半
に
な
る
と
、
長
編
(
あ

つ
い
本
)
を
時
間
を
か
け
て
読
む
子
ど

も
も
多
く
な
り
ま
す
。

「
ド
リ
ト
ル
先
生
物
語
全
集
」
「
リ
ン
ド

グ
レ
ー
ン
作
品
集
」
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦

争」

は
、
奇
想
天
外
の
な
か
に
も
、
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
あ
る
本
で
す
。

一
冊
の
本
の
も
つ
内
容
や
、
子
ど
も

へ
の
影
響
は
、
た
い
へ
ん
幅
広
い
も
の

で
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
と
か
み
あ
う

か
は
、
個
性
的
で
内
面
的
な
も
の
で
す

が
、
く
り
返
し
本
と
接
し
て
い
る
あ
い

だ
に
、
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
育
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
図
書
館
の
本
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
3
冊
2
週
間
か
り
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
市

6
月
の
お
し
ら
せ

一
同
日
明
か
げ
え
ー
ニ
ん
こ
ん
ぎ

一

つ
ね
金
剛
院
さ
ん
ー

き
つ
ね
が
き
れ
い
な
女
の
人

に
ば
け
た
ノ
村
人
と
き
つ

ね
の
ち
え
く
ら
べ

、
ど
っ
ち

が
か
つ
か
な
?

日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ

O
第
二
日
曜
日
六
月
十
日

O
第
二
日
曜
日
七
月
八
日

な
お
、
翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま

す。

川
柳
教
室

。
期
日
六
月
十
三
日
附

午
後
一
時
三

O
分
1

図
書
館

「
か
び
」
「
運
賃
」

O
会
場

。
課
題

(12) 

古
典
に
親
し
む
会

O
期

日

六

月

十

九

日

ω

午
後
一
時
三

O
分
1

0
会

場

図

書

館

O
講
師

飛

世

麗

子

先

生

O
テ
ー
マ
源
氏
物
語
抄

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
ノ

「
く
ら
し
の

一
日
教
室
」
へ

ど
う
ぞ

か
し
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め
の
講

座
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す

0

・
八
月
二
十
一
日

ω

楽
し
い
ク
イ
ズ
教
室
(
親
子
で
考
え
楽

し
み
な
が
ら
講
座
を
聞
き
ま
し
ょ
う
)

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

谷

内

清

子

-
九
月
十
八
日

ω

知
っ
て
い
る
と
損
を
し
な
い
家
庭
の
法

律
問
題

(土
地

・
建
物

・
相
続
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
)

県
消
費
生
活
苦
情
処
理
専
門
員

弁

護

士

浦

崎

威

時
間

l
午
前
十
時
i
十
二
時

場
所
よ
畠
山
県
民
会
館
四
階
富
山
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
研
修
室

申
込
み
受
付
ム
晶
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
l

(8
0
7
6
4
l
n
|
2
9
4
9
)
 

ま
た
は
市
役
所
総
務
課
ま
で
。
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‘' 
6
月
1
7月

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
六
月
十
五
日
幽

マ
時
間
日
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所
日
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
H
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
家
族

マ
今
月
の
内
容

映
画
日
妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で

実
習
日
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

実
習
H
妊
娠
中
の
栄
養
、
食
事

講
話
H
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

そ
の
他

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ、っ
マ
昼
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

月6 7 2月6 8 1月6 4 
月6 月

樹日 (村日 (村日 倒日日

時3分1100午断時8 1 時2i午後時l 時2l午時fl 去 時3分1100午時前8 受時付間

8 

UZRA毛吉品園 見月3 地 1UZRAニ2毛l目園t・月児3 -h -

8 
対

カ カ

月 月

児 児
象

{健F呆斤 {健所呆 保健所 保健所
435E‘ E 

事量

マ
三
ヵ
月
児
検
診
時
に
、
こ
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
カ
月
児
検
診

V
三
歳
児
検
診

7 
月6 月6 月月

4 20 6 
日日 日 日

lこ 7 lなこ月6 lなこ月6 
な月

る児 B 1 る児 1日6 る児日l 対

15 30 15 
日 日 日
ま ま ま
で で z象
3 3 3 
高覧 首長 首長

マ
受
付
時
間
H
午
後

一
時
i
一一
時

マ
会
場
日
保
健
所

V
胃

検

診

月7 月6 月6 月

3 25 19 
日

日 日 日

経学校図
神天農協

生改善活セ
~ふz 

/ 、 場
タ

月6 月6 月6 
i射Oみ同臼る伊E J 

25 18 11 
日 日 日

マ
受
付
日
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金
H
八

O
O円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど

一
切
百
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

月7 月6 月6 月

3 28 19 日
日 日 日

経学校回
天神農協 善生活改セ

~ 三

ン
タ 場

月6 
6 

月6 
月

25 18 11 
日 日 日

マ
受
付
日
午
後

一
時
1
二
時

マ
料
金
N
六
五

O
円

マ
六
月
十
九
日
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
当
日
併
せ
て
乳
が
ん
検
診
も
希
望

さ
れ
る
方
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

料
金
H
七
五

O
円
で
す
。

マ
一
年
に

一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

V
住
民
検
診
日
程

同月l6 日3 由月l6 自z 
{自刈 描白 {月6 8 悶制 間月6 8 日

月

日

時午f34E時午Hm q 札d後3F予仇後'1 F 守
午前時2分100 午例時3分9 0 

a時f8p量時St5 F £ 
時午後九時3午後1分0 2 午前臥1予1g3前分午9 k0 p 

時

r.l1 

F，学4 校F f f佼白台tF 、

自在館
e悶語公t 2ぷ 検

~l・ :?へ~ 

dzbzz b 

@ @ @ @ @ 
iC; 

ω月6 日7 功 臼月7 6 図場 ω月箇7 6 場 間月日7 3 "月ヲR 3 。 守月ヲ日3 3。 o月日7 三n o月g 7 z n 。月因7 z 。
gB 裕 醐自

同 g悩
t1月日刈6 9 蝕E月6 日5 自 蝿色

3午時分後30午時後3 5 時3午後分20時3分午後1 0 話時11高時3分9 0 午品羽分後 午品3分後0 33 3午前時分100 時3午前分9 0 
午時後4午時続3 

品3分午後03午4 分後0 
時午前11午前時3分9 0 3午後時分20午時3後分1 0 午前時11 3午前時分9 0 午?略持3分午? 0 時午H時3分午T 0 

時午後8時午前9 午時後3午時後2 
事時11前時3分9 0 

轟東山 臣会長 神，街天員錯A p 器量 iE 石空車館 長貝 聾Z躍E寺，地F 聖域露 学住吉4校、 車需

@ @ @ @ @ 

⑫
日
結
核
検
診
に
併
せ
て
、
成
人
病
検

診
を
行
い
ま
す
。

-R対
象
地
区
外
の
方
で
も
、

受
け
や
す

い
と
こ
ろ
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
す

る。-
初
回
接
種
H
七
日
1
十
四
日
間
隔
で

二
回
接
種。

-
追
加
接
種
N
初
回
接
種
の
翌
年

一
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
す
る
。

-
基
礎
免
疫
終
了
後、

十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
三
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と

し
て

一
回
実
施
す
る
。(
小
学
校
二
年
生

と
五
年
生
、
中
学
校
二
年
生
で
各
小
・

《
次
頁
へ
続
く
》

員

六
月
二
十
八
日
閥
、
八

月
二
十
三
日
側
、
九
月

二
十
日
附
、
十
月
十
八

日
刷
。

泊
(
8
時
初
分
)
↓
入
善

(
8
時
的
分
)
↓
黒
部

(
9
時
叩
分
)
↓
魚
津

(
9
時
お
分
)
↓
滑
川

(9
時
代
目
分
)
↓
水
橋

(
9
時
日
分
)
↓
富
山

火
力
発
電
所
(
叩
時
お

分
i
U
時
)
↓
呉
羽
電

化
農
場
ま
た
は
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
(
日
時

ω

分
1
U
時
初
分
)

各
国
五
十
名
(
先
着
順

に
決
定
し
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
)

は
が
き
に
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

(干
仰
)
魚
津
市
新
金

屋
一

l
十
二

|
十
二
北

陸
電
力
鮒
魚
津
営
業
所

地
域
社
会
課
へ
。

見
学
日
の

一
週
間
前

※
費
用
無
料

(13) 

北
陸
電
力
の
見
学
パ
ス
教
室

北
陸
電
力
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
に
電
気
が
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
を
実
際
に
見
て
い
た

だ
く
た
め
、
ひ
ろ
く
「
北
電
の
見
学

パ
ス
教
室
」
の
参
加
者
を
公
募
い
た

し
ま
す
。

マ

と

き

マ
コ
ー
ス

マ
定

マ
申
込
み

方
法

マ
締
切
り



第三種郵便物認可・・......................昭和54年 6月1日発行広報うおづ-・あなたと市政をむすぷ

マす幼三中
実。児歳学

施 は以校
、上で

日 次で実
の施施
日設し
程等て
で へ い
実 入 ま
古血っす
して J
ていな
い な お
まい

日E 松在 町幼権大闘 道下保E 住吉保高高野保 女保育山園 育経保園困 接種書

月7 月6 月6 
2月6 7 2月6 7 2月6 7 2月6 6 

月6 月6 
第

4 2R 27 26 26 
接的回日 日 日 日 日 日 日 日 日

(1¥) (;N (*1 t1¥) (*1 (*1 (刈 (刈 (必

月7 
月7 6 

月7 月7 月7 月7 月7 
月

月7 
第

11 10 5 5 4 4 5 4 

接F回.f[ 日
倒日

日 日 日 日 日 日 日
(*1 (刈 (;N (;N l1¥) (1¥) (;N (1¥) 

マ
受
付
時
間
H
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分
i
一一時

マ
料
金
日
無
料

マ
禁
忌
事
項

ω発
熱
し
て
い
る
人
。
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
ミ
と
の
あ
る

人
。ω接

種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

小
川
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
か
ら
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
損
を
計
っ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
成
人
病
教
室

マ
六
月
六
日
附
午
前
九
時
1
十
二
時

マ
場
所
日
魚
津
保
健
所

マ
内
容
日
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

魚
津
保
健
所
長

「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し
方
」

講
義
及
び
ス
ラ
イ
ド
(
保
健
婦
)

高
血
圧
食
の
指
導
と
実
習
(
栄
養
士
)

※
費
用
は
無
料

・
エ
プ
ロ
ン
と
健
康
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
栄
養
指
導
車
巡
回
お
知
ら
せ

2日2月6 2日2月6 2日1月6 21月6 月
日日

1午i査 午前 1 午後 午i拘 H寺

3 1 1013 1 10 
H年時 ¥ P寺時H与 l時
3030 12 3030H1与2 lHl 
分分 分分

八民館片貝.L、 魚司津γ竿d 少f P 道下民館公
駅魚津前

J品

σ〉 内十
家

内
容
日
貧
血
予
防
に
つ
い
て
(
保
健
婦
)

貧
血
食
の
実
習
(
栄
養
士
)
試
食
。

V
成
人
病
相
談

マ
六
月
七
日
附

・
六
月
二
十
一
日
附
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
二
時

マ
場
所
H
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端

マ
内
容
日
医
師
に
よ
る
診
察

・
心
電
図

血
圧
測
定

・
検
尿

・
保
健
指
導

マ
検
査
料
H
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
六
月
十
二
日

ω西
布
施
公
民
館

O
午
前
十
時
i
午
後
三
時

O
成
人
病
食
調
理
実
習

・
試
食

・
映
画

健
康
相
談

・
健
康
体
操

・
家
庭
肴
諮

V
百
楽
荘
に
お
け
る

老
人
健
康
相
談

マ
六
月
八
日

ω午
前
九
時
三
十
分
1
十

一時
マ
内
容
H
住
民
検
診
に
併
せ
て
健
康
相

点
火マ

六
月
二
十
六
日

ω午
前
十
時
三
十
分

i
十
二
時

マ
内
容
日
個
別
相
談

・
健
康
体
操

V
健
康
体
操
で

健
康
づ
く
り
を
グ

成
人
病
予
防
、

若
返
り
に
、
何
と
な

く
体
調
の
悪
い
人
は
健
康
体
操
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
健
康
相
談
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。

六
月
二
十
九
日

ω午
後
一
時
三
十
分

魚
津
市
農
協
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル

マ
演
題
「
脳
卒
中
予
防
の
た
め
に
」

健
や
か
な
人
生
と
食
生
活

マ
講
師
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー

集
検
第
一
部
長

・
小
町
喜
男
先
生

マ
主
催

魚
津
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
・

魚
津
市
医
師
会
・
魚
津
市

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
男
子
七
十
三

歳
、
女
子
七
十
八
歳
と
な
り
世
界
有
数

の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
老

齢
人
口
は
益
々
増
加
し
、
四
十
年
後
に

は
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
総
人
口
の
約

十
九
切れ
を
占
め
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
人
間
は
老
化
と
共
に
健
康
が

そ
こ
な
わ
れ
や
す
く
、
い
わ
ゆ
る
成
人

病
が
増
え
る
。
特
に
「
中
町
」
と
い
わ

れ
る
脳
卒
中
は
死
亡
の
第
一
位
を
占
め
、

寝
た
き
り
病
人
と
な
る
率
も
高
い
。

脳
卒
中
を
起
こ
す
主
な
原
因
、
高
血

圧
は
管
理
と
生
活
改
善
、
と
り
わ
け
食

生
活
改
善
が
な
さ
れ
れ
ば
脳
卒
中
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
四
十
六
年
よ
り
成
人
病
検

診
と
食
生
活
改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
各
々
が
自
覚
し
て
検
診
を
う
け
、

生
活
改
善
と
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

と
り
く
ま
な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。

高
血
圧
は
欧
米
で
は
日
本
よ
り
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脳
卒
中
が
少
な
い

《
次
頁
へ
続
く
》

「県
土
美
化
推
進

運
動
」
始
ま
る

以

内

・

0
月
1
日
か
ら
吋

ω
9月
引
日
ま
で
い

当
市
は
、
山
と
海
と
川
に
固
ま

れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
こ
の

中
で
私
達
は
日
常
生
活
を
営
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
自
然
の
保
護
と
清

ら
か
な
環
境
づ
く
り
を
目
ざ
し
、

市
民
一
人
一
人
が
自
覚
と
責
任
を

も
っ
て
美
化
推
進
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
活
環
境
保
全
の
重
要
性
の
理

解
と
認
識
を
高
め
る
た
め
に
県
下

い
っ
せ
い
に
「
県
土
美
化
推
進
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

中
に
種
々
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
特
に
次
の
こ
と
を
重
点
的
に

行
い
ま
す
。

①
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

②
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

市
で
は
、
平
常
か
ら
町
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
ご
協
力
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
次
の
こ
と

を
厳
重
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ご
み
を
捨
て
な
い
こ
と
。

②
ご
み
は
、
ご
み
箱
へ
捨
て
る

こ
と
。

③
「
公
共
の
場
所
」
は
き
れ
い
に

の
意
識
を
た
か
め
る
こ
と
。

、、‘
.，，，
aa-

------
，，，，‘、、
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Ih ~ ，，~勿弘.，，_ I~ くがい肪で明 地 れ総技と中都つり ま小究

Q ----市ふ必円~修弘 _Æ ~ 
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? 雄はやがて7胞に浅いくぼみを掘り、その上 2
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聞
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

多
数
の
方
の
ご
来
聴
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

心
の
健
康
相
談
日

精
神
的
な
悩
み
を
持
つ
人
、
又
は
精

神
症
状
や
、
異
常
行
動
に
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
の
た
め
に
、
心
の
健
康
相
談
日
を

開
設
し
ま
す
。

本
人
又
は
、
家
族
の
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
六
月
二
十
六
日

ω午
後
一
時
三
十
分

ー
一
二
時
ま
で
。

マ
場
所
魚
津
保
健
所

マ
精
神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

，.，，，.，，，.，『，.，『，.曹『，.，
F
T

・-
T

，.，
T

，.，
y

，.，，，.，•• 

い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

・
と

き

六
月
二
十
一
日
附
午
前
十

時
i
午
後
四
時
ま
で

サ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
会
議
室

富
山
地
方
法
務
局
・
金
沢

国
税
局
税
務
相
談
室

・
富

山
家
庭
裁
判
所
・
魚
津
社

会
保
険
事
務
所
・富
山
県
・

教
育
セ
ン
タ
ー

・魚
津
市
・

富
山
行
政
監
察
局
等
。

:労
働
講
演
会
:
:
;

J

一
一
〉
日
時
日
六
月
十
一
日
川
午
後
二
時
一

一マ
場
所
H
上
村
木
魚
津
商
工
会
議
所
一

一
一
〉
演
題
H
「
労
働
時
間
の
管
理
」

一
一
〉
講
師
H
中
小
企
業
問
題
研
究
所
長
一

堀
越
昌
章
氏

一マ
対
象
H
市
内
の
労
働
者

・
使
用
者
一

一
マ
定
員
H
J臼
名

一
[
〉
受
講
料
H
無
料

一
マ
主
催
日
魚
津
市

一マ
申
込
み
H
受
講
希
望
者
は
、
氏
名
、

一

住
所
、
職
業
ま
た
は
勤
務
先
を
商

一

工
観
光
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
一

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
一

切
り
ま
す
。

一

-
と
こ
ろ

・
担

当

。診療時間は、いずれも午

前 9時から午後 5時まて二

6
月

一
)
-
沢
口
外
科
一
本
江

3
日
一
旧
-医

院

一

宮
辺
1
1
7
5
7

一

友

道

叩
日
一
間
一
晒
屋
医
院
一

宮
n
1
0
4
9
0

日
一
同
一
寺
崎
医
院
一
七
九

3
6
1
9

4

-
O
一魚
津
緑
ヶ

一
大
光
寺

2

-
作
一
丘
医
院

-
g
n
i
1
5
6
7

刊
一
回
一
羽
田
医
院

新
金
屋

宮
泣

1
0
6
4
2

(4月末現在)ロ人

200.75km2 

7.9km 

12，884戸

23，933人

25，720人

49，653人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

。。
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

.0あ
ゅ
の
解
禁
。

角

交付場所

市 役 所
水産課

1，300円

呉東内水

500円|面漁業協

同組合

2，000円

15歳未満は不用

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
(
大
光

寺
地
内
)
で
は
角
川
、
布
施
川
の
あ
ゅ

の
解
禁
を
六
月
二
十
五
日
間
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

許
可
書
の
交
付
は
六
月
二
十
日
附
i

二
十
三
日
出
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

遊
漁
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金

中学生

料

大人

大人

釣りの種類

毛針釣り
友釣併用

毛針釣り

毛針釣り
友 釣 り

JII 

布施川

漁業権め
ない河川

河川名

: 市民会館のおしらせ ) 
; 今月大ホールでの催物は、次のとおりで i 
i す。皆様ご来場のうえ楽しくお過ごしいた ! 
! だきたくご案内申し上げます。 i

i I催物名|とき|入場料|主催者 11

i 1交通センター給会 I9日 |無 料|魚津市 | 

i I I午後 l時 I I交通センター|

i 1ほほえみショー 117日 1 500円|岡 新 也 1i 
! I I午翻階扮I I I 

! 1岩糊龍夫 117日 |無料|岩糊龍夫 1!マ マを
! 1パリトンリサイタル|午後 2時 1 1 1 !布 角使七
I .3:!. b: lcg ~ -rl::' lcg I t'l'l D I.tm: ~I I ~:fII..~ ~ EI ^ I i施 川用月

1 1青年祭前夜祭 123日 |無料|市教育委員会 11m '1'1 で十
1 1 1午後7時30分 1 I! 11 流国 き 五

I 1青 年 祭|淵 |無料|市連A 青年団 11 地四道な日i 1 A --r "'I~~~ .1= 'l"T1 ロ 1 l鉄五八い ま
! 1 1午前 9時 1 1 11 本 O 号区で
i 1 I I J i線 ，V 線域友

i布の角は釣
! 備考=止むを得ない事由で期日が変更にな !施区川 、り

( る場合もありますのでよろしくご了 j川間橋 で
i鉄 かみ

; 承ください。 i橋 ら 差

し一一一一一一一一一一一一一一一一一一…-~-j か 上 網

10，000円

10，000 

厚生連滑川病院院長一柳兵蔵
滑・常盤町 20，000 

蛇田

友 道

高島栄太郎

石川三次郎
石川セキ

ら
下
流
四

0
0
μ
の
区
間

ま
た
、
次
の
河
口
付
近
で
の
各
種
網
を

使
用
し
て
の
採
捕
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
片
員
川

l
河
口
か
ら
上
流
六

0
0
μ

ま
で

マ
角
川
・
早
月
川

1
河
口
か
ら
上
流
五

0
0灯
ま
で

-
「
ふ
み
の
日
」

の
設
定

「ふみの日」のシンボルマーク
郵
政
省
で
は
、
毎
月
二
十
三
日
を
「
ふ

み
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
契
機
と

し
て
手
紙
を
書
い
て
い
た
だ
く
運
動
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま 20，000 

20，000 

うぐいすもち
ローソク・マッチ

紙オムツ
オムツカノ〈ー2枚
ノ〈スタオノレ
タオルケ ッ ト
他衣類

着物 ・羽織
タオル10本

50，000 

新角川 1丁目

中央通り 1丁目

金浦町

本江新町

経団西町

小川寺

文雄

日百

清 瑞

ちょ

川原田忠男

横田

名

宮 本

大谷

島大

匿

し
た
。「

ふ
み
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
様
に

手
紙
を
大
い
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
同

時
に
手
紙
文
化
、
文
字
文
化
の
見
直
し

の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
一
助
に
も
な
れ

ば
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
間
生
活
が
機
械
化
さ
れ
、
あ
わ
た

だ
し
さ
を
加
え
て
き
ま
す
と
、
も
の
を

考
え
、
事
を
順
序
だ
て
て
、
的
確
に
表

現
す
る
と
い
う
思
考
の
機
会
が
次
第
に

失
わ
れ
て
行
き
、
手
紙
を
書
く
こ
と

が
お
っ
く
う
だ
と
考
え
る
人
々
が
増
え

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ふ
み
の
日
」
を
よ
す
が
と
し
て
、

生
活
の
中
で
手
紙
が
果
す
役
割
り
や
、

手
紙
の
良
さ
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し

て
い
た
だ
き
、
広
く
皆
様
に
手
紙
を
書

い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま

す。-
保
険
証
書
を
お
確
め
く
だ
さ
い

|
|
特
別
措
置
は
六
月
三
十
日
ま
で
|

紙オムツ・オムツカバー
ラパシーツ他衣類

男物下着

鉢花

。紛

9の21オムツ40枚
石けん40コ

血圧計

上口2丁目硝子コップ60コ

中央通り 1丁目

" 

本 江

上村木

力治

俊子

谷川源次郎

カサマツ鮒

名

小崎

吉本

匿

谷川

郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
+
六

年
四
月
一
日
か
ら
ニ
十
四
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
ご
加
入
の
簡
易
保
険
契
約

を
お
申
出
に
よ
り
終
了
さ
せ
、
保
険
金

と
配
当
金
の
ほ
か
特
別
付
加
金
(
二

0

0
0円
i
六
0
0
0円
)
を
お
支
払
い

す
る
特
別
措
置
を
実
施
中
で
す
。

取
扱
期
間
は
六
月
三
十
固
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
出

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
郵
便
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
第
十
八
回
「
簡
易
保
険
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
募
集

郵
政
省
で
は
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学

生
に
対
し
て
、
簡
易
保
険
の
相
互
扶
助

の
精
神
を
普
及
し
、
併
せ
て
、
簡
易
保

険
が
国
民
生
活
に
果
た
し
て
い
る
公
共

的
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め
る
た

め
、
次
の
要
領
で
作
文
を
募
集
し
ま
す
句

要

領

ヘ
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ヘ主
催
郵
政
省

後
援
文
部
省
、
各
都
道
府
県
及
ぴ
九

大
市
と
教
育
委
員
会
、
日
本
放
送
協
会
、

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
福
祉
事
業
団

期
日
五
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま

で

資
格

小
学
校
五
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
ま
で

課
題
次
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

ア
、
簡
易
保
険
に
関
係
あ
る
も

の

イ
、
自
由
題

枚

数

回

O
O字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚

以
内

審
査
応
募
作
品
は
、
地
方
、
中
央
審

査
を
実
施
し
ま
す
。

賞
個
人
、
学
校
賞
及
び
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
東
部
中
学
校
同
窓
会
々
員

名
簿
発
刊
の
ご
案
内

五
十
二
年
八
月
の
総
会
で
、
創
校
三

十
周
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
々
員
名
簿

発
刊
事
業
を
決
定
し
、
以
来
名
簿
発
刊

委
員
会
が
中
心
と
な
り
約
一
万
一
千
人

の
全
卒
業
生
と
全
職
員
の
動
向
調
査
を

行
い
、
こ
こ
に
立
派
な
名
簿
が
完
成
し

ま
し
た
。

同
窓
会
発
足
以
来
三
十
年
の
歩
み
等

を
記
載
し
週
刊
誌
大
約
三
五

0
ペ
ー
ジ

の
も
の
で
、
一
冊
一
、
五

0
0円
で
販

売
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
東
部
中
学
校
同
窓
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

g
n
1
0
2
0
7
 

-
電
話
機
の
移
転
の
注
文
は

お
早
め
に
グ

転
居
、
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
転

す
る
と
き
や
、
お
庖
の
な
か
で
電
話
機

を
移
動
す
る
と
き
は
、
十
日
ぐ
ら
い
前

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

今
日
、
明
日
の
工
事
を
急
に
お
申
出

に
な
っ
て
も
ご
希
望
の
日
に
応
じ
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
家
屋
の
増
改
築
や
長
期
間
旅

行
す
る
た
め
、
電
話
機
を
一
時
取
り
は

ず
し
た
い
と
き
は
、
電
話
局
で
お
預
り

し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
E
n
l
1
0
0
0
(
無

料
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

魚
津
電
報
電
話
局

-
交
通
弱
者
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム

の
開
催

新
川
青
年
会
議
所
で
は
、
次
の
よ
う

に
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
を
聞
き
ま
す
。

①
日
時
六
月
十
日
制
午
後
二
時
か
ら

四
時
ま
で

②
場
所
市
総
合
体
育
館

③
対
象
者
小
学
二
年
生
ま
で

幼
稚
園
児

④
参
加
人
員
約
二

O
O人

な
お
参
加
は
自
由
で
す
。
無
料

主
催
新
川
青
年
会
議
所

交
通
問
題
委
員
会

県
警
交
通
課

魚
津
警
察
署

講
師

-
交
通
事
故
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す

富
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
専
門
の
交
通
事
故
相
談
員
が
、

被
害
者
又
は
加
害
者
の
方
の
相
談
に
応

じ
て
、
一
切
無
料
で
適
切
な
事
後
処
理

を
教
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
ご
遠
慮

な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日

平
日
、
午
前
九
時
一字
分
1
午
後
四
時

土
曜
日
、
午
前
九
時
三
十分
i
十
二
時

マ
と
こ
ろ

富
山
市
桜
橋
通

一
1
1
十
八
、
住
友
生

20，000円

10，000 

100，000 

30，000 

本町二丁目

本町二丁目

本町一丁目

本江新町

島吉

五十嵐洋志

知 良

彰秀

ー-'&. 
二二1旦

川原田忠男

有沢

石本

藤田

命
ビ
ル
六
階

宮

0
7
6
4
l
n
|
2
2
9
4

-
会
員
募
集
(
有
磯
会
)

松
倉
文
化
を
ま
ず
教
育
面
で
掘
り
下

げ
こ
れ
を
将
来
観
光
面
で
も
生
か
す
、

そ
の
た
め
に
は
現
在
あ
る
史
跡
、
文
化

財
、
伝
説
、
民
話
、
自
然
な
ど
を
郷
土

の
価
値
観
と
し
て
収
集
保
護
し
、
関
係

当
局
に
寄
与
す
る
勇
気
と
や
る
気
の
あ

る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
中
央
通
り
一
丁
目
g
n
|
O

1
5
2
木
下

上
口
二
丁
目
辺
1
5
3
9
0
石
崎

-
電
気
配
線
無
料
診
断
の
お

知
ら
せ

六
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
角
川
、
友
道
ニ
、四
、
玉
、
区
、
田
方
町
、

友
道
本
町
、
友
栄
町
、
大
光
寺
ニ
、=一、四、

30，000 

3，000 

20，000 

20，000 

5，300 

50，000 

6，200 

100，000 

100，000 

並木町

本町一丁目

新角川一丁目

本町一 丁目

富山労災病院 看護世帯一同

上村木町

茂松

名

'土・→ヲ
フ7τEコl

文雄

清幸

和夫

名

沢井

宮本

中島

尾川

吉 川

匿

匿

友
道
幸
町
、
大
菅
沼
、
黒
谷
、
山
女
、

奥
平
沢
、
東
又
、
前
平
沢

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ
。

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所

(新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

E
n
-
-
6
5
5
 

-
L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

六
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
倉
地
区
:
・金
山
谷
、
小
菅
沼

観
音
堂
、
坪
野

池
谷

西
布
施
地
区
:
・御
影
、
日
尾

小
川
寺
、
蛇
田

点
検
に
は
、

富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
M
l
5
3
4
0
 

50，000 

富山労災病院 看護婦一同

子供用中古衣類35点

。ゎ

衣類10点

古切手15，260枚

古切手 5，477枚

古切手 7，403枚

ベビー洋品

古切手5，642枚

20，000 

新角川二丁目

カ二一jレスカウト富山第1団

本町二丁目

友道幸町

魚津:ライオンズクラフ.

仏国

魚津連合青年団

魚津製作 所

清

勲

島津美津子

四 十万 さい

高林

芝山
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その間ふるさとの文化財

桜i
峠;
遺ぃ

長跡ま

県
指
定

所

在

昭
和
四
十
年
一
月
一
日

魚
津
市
長
引
野
台
地

黒
沢
行
パ
ス
長
引
野
下
車

徒
歩
十
分

所
有
者
又
は
管
理
者

魚
津
市

う
し
ろ
に
立
山
連
峰
を
ひ
か
え
、
前

に
富
山
湾
を
望
む
布
施
台
地
の
景
勝
の

地
に
あ
る
。
今
か
ら
八
千
年
程
以
前
に

私
達
の
祖
先
が
は
じ
め
て
住
み
つ

い
た

の
が
こ
の
地
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
、

三
十
六
年
の
両
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
の

結
果
、
県
下
で
は
じ
め
て
の
縄
文
式
早

期
(
約
七
千
年
程
前
)
の
鉛
配
土
器
が

発
見
さ
れ
、
原
始
時
代
遺
跡
と
し
て
県

か
ら
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
外、

織
や
石

斧
や
居
住
地
な
ど
も
発
見
さ
れ
、
当
時

の
生
活
状
態
が
偲
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は

天
神
山
の
歴
史
民
俗
資
料
館
や
小
川
寺

光
学
坊
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(18) 

の
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
の
休
息
の
季
節
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
夏
バ
テ
防
止
に

今
か
ら
体
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

温
水
プ
l
ル
を
は
じ
め
、
総
合
体
育
館
、

夜
間
の
学
校
開
放
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜

間
照
明
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん
施
設
も
充
実

し
て
き
ま
し
た
。
十
分
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。新

し
い
発
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
編

集
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番

「
魚
津
町
誌
」
を
お
持
ち
の
方
は

お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

現
在
市
で
は
、
魚
津
市
史
史
料
集
く
だ
さ
い
。
ま
た
そ
れ
に
類
し
た
古

を
編
さ
ん
中
で
す
が
、
そ
の
基
礎
史

刊
書
あ
る
い
は
古
文
書
等
も
あ
り
ま

料
と
な
る
明
治
四
十
三
年
に
発
刊
さ
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

れ
た
魚
津
町
誌
が
ご
く
少
部
数
し
か
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
ご
所
蔵
の
方
が
市
役
所
総
務
課

お
い
で
に
な
り
ま
し
た
ら
市
役
所
総
市
史
編
さ
ん
事
務
局

務
課
市
史
編
さ
ん
係
ま
で
お
知
ら
せ

g
n
1
2
2
0
0
内
線
2
5
8

印刷/魚津印刷株式会社


